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研究要旨：食中毒を起こす病原微生物には腸管出血性大腸菌、ボツリヌス菌、リ

ステリア、サルモネラ等、命に関わる重篤な症状を呈するものが数多くある。こ

れらの病原微生物の食品汚染実態調査や各種規制をはじめとする対策は主に動物

性食品を対象として進められてきたが、以前より非動物性食品においてもこれら

の病原微生物よる被害が数多く報告されている。非動物性食品を原因食品とする

病原微生物アウトブレイクや非動物性食品の汚染の実態はこれまで詳細な解析が

行われていない。本研究ではこれらについて国内外の情報を収集、解析し、これ

により非動物性食品の喫食におけるリスクの把握と安全対策の検討に資すること

を目的とした。米国、カナダ、欧州での非動物性食品の回収情報（約 10 年分）を

解析することで具体的な汚染食品および病原体の把握を試みた。さらに米国およ

び欧州の非動物性食品由来アウトブレイク事例（6 もしくは 5 年分）を解析するこ

とでこれらに関連した食品および病原体の把握を試みた。 

 

Ａ. 研究目的 

 食中毒を起こす病原微生物には腸管出血

性大腸菌、ボツリヌス菌、リステリア、サ

ルモネラ等、命に関わる重篤な症状を呈す

るものが数多くある。これらの病原微生物

の食品汚染実態調査や各種規制をはじめと

する対策は主に動物性食品を対象として進

められてきたが、以前より非動物性食品に

おいてもこれらの病原微生物による被害が

数多く報告されている。最近でも国内では

2012 年 8 月に札幌市で患者 169 人、死者 8

人が発生した、白菜の浅漬けの喫食に起因

する腸管出血性大腸菌 O157 感染アウトブ

レイクが、2012 年 3 月には容器包装詰低

酸性食品の「あずきばっとう」の喫食によ

るボツリヌスアウトブレイクが発生してい

る。海外でも、ドイツおよびフランスで

2011 年 5～7 月にかけて、エジプト産のフ

ェヌグリーク種子のスプラウトの喫食によ

り志賀毒素産生性大腸菌（STEC）O104:H4

アウトブレイクが発生し、4,000 人近い患
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者と 46 人の死亡者が生じた。米国では

2011 年にカンタロープメロンの喫食によ

り、患者 146 人、死亡者 30 人、流産 1 人

が発生する大規模リステリア症アウトブレ

イクが、同じく 2011 年にパパイヤの喫食

に関連して 106人が発症するサルモネラア

ウトブレイクが発生している。他にも 2009

年にはスプラウトの喫食に起因し 235人が

発症したサルモネラアウトブレイクが、

2008 年には患者 1,400 人以上、死亡者 2

名が発生した唐辛子等の喫食によるサルモ

ネラアウトブレイクがそれぞれ報告されて

いる。特に規模が大きいものとしては 2008

～2009 年に発生したピーナッツバターお

よびピーナッツ含有製品の喫食に起因する

サルモネラアウトブレイクがあげられ、こ

のアウトブレイクでは全米およびカナダで

700 人以上が発症し、9 人の死亡に関連し

ているとされた。この事例では多数の会社

が原材料として当該汚染元企業から汚染の

可能性があるピーナッツ加工品を購入して

おり、それを使用して製造した製品が多岐

にわたっていたことから、200 社以上が 17

カテゴリー、2,100 種類以上の製品を自主

回収するという米国史上最大規模の回収と

なった。当該回収対象製品の一部は日本に

も輸入されていた。 

 最近では食品流通範囲の拡大により、食

品汚染による食中毒アウトブレイクが発生

した場合にその被害が広範囲にわたること

が多くなっている。さらに、食品原材料が

海外で汚染され、その後輸入されるケース

も増加しており、特に発芽野菜や生鮮野菜

等の加熱工程を経ずに喫食されるものの場

合には、被害が遠く離れた他国で発生する

可能性もある。また、汚染した食材を旅行

者等が喫食し、帰国した後に発症すること

も考えられる。 

 非動物性食品を原因食品とする病原微生

物アウトブレイクや非動物性食品の汚染の

実態はこれまで詳細な解析が行われていな

い。本研究ではこれらについて国内外の情

報を収集、解析し、これにより非動物性食

品の喫食におけるリスクの把握と安全対策

の検討に資することを目的とした。 

 

Ｂ. 研究方法 

１．データ収集 

 海外において非動物性食品に関連して発

生した食中毒アウトブレイクや食品の回収

情報に関するデータベースの調査を行い、

それらの発生頻度・規模・病因物質・具体

的な原因食品等の解析を行った。 

 回収等に関するデータは米国食品医薬品

局 （ US FDA: US Food and Drug 

Administration ） の デ ー タ ベ ー ス

（http://www.fda.gov/Safety/Recalls/）、カ

ナダ食品検査庁（CFIA: Canadian Food 

Inspection Agency ）の デー タベ ース

（ http://www.inspection.gc.ca/about-the-

cfia/newsroom/food-recall-warnings/eng/

1299076382077/1299076493846）から各

国での非動物性食品の病原微生物汚染に起

因する回収等のデータを抽出した。米国

FDA については 2004 年～2013 年、CFIA

については 2004 年～2013 年（2011 年は

CFIA のデータベース移行の影響で半年

分）のデータを使用した。これらの回収情

報は判断が困難なものも含まれていること

から相互の関連づけや統合は行わなかった。

また対象製品の食材に関しては研究分担者

らが回収情報にもとづき独自に分類を行っ
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た。欧州連合（EU: European Union）で

の非動物性食品に関わる回収等の情報に関

しては、「食品および飼料に関する早期警告

システム（RASFF：Rapid Alert System for 

Food and Feed）」の 2001 年～2011 年のデ

ータをまとめた報告書（参考文献１）が欧

州食品安全機関（EFSA: European Food 

Safety Authority）より公表されており、

これを利用した。 

 米国での非動物性食品を原因食品とする

アウトブレイクについては米国疾病予防管

理センター（US CDC: Centers for Disease 

Control and Prevention）の食品由来疾患

アウトブレイクサーベイランスシステム

（FDOSS: Foodborne Disease Outbreak 

Surveillance System）のアウトブレイクデ

ータを蓄積したアウトブレイク情報データ

ベース（ FOOD: Foodborne Outbreak 

Online Database） 

（ http://wwwn.cdc.gov/foodborneoutbrea

ks/）から、2006 年～2011 年発生したサル

モネラおよび志賀毒素産生性大腸菌

（STEC）を病因物質とするアウトブレイ

クを抽出した。 

 欧州でのアウトブレイクについては、参

考文献１の Table 26（Reported outbreaks 

associated to FoNAO in the reporting 

countries in accordance with Directive 

2003/99/EC, 2007-2011）にまとめられて

いる 2007～2011 年の欧州の非動物性食品

を原因食品とするアウトブレイクのリスト

を使用した。欧州のアウトブレイクデータ

解析においてはサルモネラ、ベロ毒素産生

性大腸菌（VTEC）、およびセレウス菌を病

因物質とするアウトブレイクを対象とした。 

 

２．データ集計・解析 

 各種データは Microsoft Excel に入力し、

Microsoft Access 等のデータベースソフト

等を利用して各種の集計、解析を行った。 

 

Ｃ. 研究結果 

１．食品の回収情報にもとづくリスク分析 

 

１−１．米国の非動物性食品の回収情報 

 米国 FDA が発表した 2004～2013 年の

回収情報は合計で約 3,300 件であった。こ

れには食品だけでなく医薬品や医療機器等

の回収情報も含まれている。このうち非動

物性食品と分類されるものは約 400件であ

った。米国 FDA や以下に記載するカナダ

CFIA の回収情報の集計件数は、同一アウ

トブレイクにかかわる関連回収情報や追加

回収情報等が含まれている可能性があるた

め単に件数で評価しないよう注意が必要で

ある。 

 米国 FDA の回収情報における対象食品

は生鮮野菜が最多となっており（120 件）、

ナッツ類（98 件）、生鮮果物（66 件）、コ

ショウ・唐辛子等のスパイス（34 件）が多

く報告されていた（表１）。中でもサラダ、

スプラウト、ホウレンソウ、レタス、トマ

ト、カンタロープ、マンゴー、コショウ・

唐辛子類、ナッツ類、ゴマが多く報告され

ていた。 

 回収の原因病原体として多かったのはサ

ルモネラ（276 件）、リステリア（95 件）、

大腸菌 O157:H7（17 件）、ボツリヌス（13

件）であった（表２）。他にも赤痢菌、大腸

菌 O145、A 型肝炎ウイルス、腸チフス菌

が報告されていた。 

 回収食品と原因病原体の組み合わせとし
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ては、2004～2013 年の 10 年間で、ナッツ

類、スプラウト、コショウ・唐辛子類、カ

ンタロープ、トマト、ゴマ、ホウレンソウ

ではサルモネラとの組み合わせが最も多く、

サラダ、レタスではリステリアとの組み合

わせが多く見られた。ホウレンソウ、サラ

ダ、レタスでは大腸菌 O157:H7 との組み

合わせが比較的多く報告されており、ザク

ロはすべてがA型肝炎ウイルスとの組み合

わせであった（表３）。 

 

１−２．カナダの非動物性食品の回収情報 

 カナダ CFIA が発表した 2004～2013 年

の食品回収情報は合計で約 1,400 件であっ

た。このうち非動物性食品と分類されるも

のは約 300 件であった。カナダ CFIA の回

収情報における対象食品はナッツ類が最多

となっており（87 件）、生鮮野菜（72 件）、

生鮮果物（31 件）、コショウ・唐辛子等の

スパイス（23 件）が多く報告されていた（表

４）。中でもサラダ、スプラウト、ホウレン

ソウ、レタス、カンタロープ、マンゴー、

コショウ・唐辛子類、ナッツ類、ゴマが多

く報告されていた。 

 回収の原因病原体として多かったのはサ

ルモネラ（241 件）、リステリア（32 件）、

ボツリヌス（15 件）、大腸菌 O157:H7（11

件）であった（表５）。他にも赤痢菌、A 型

肝炎ウイルス、クリプトスポリジウム、サ

イクロスポラが報告されていた。 

 回収食品と原因病原体の組み合わせとし

ては、2004～2013 年の 10 年間で、ナッツ

類、スプラウト、コショウ・唐辛子類、バ

ジル、マンゴー、カンタロープ、カルダモ

ンではサルモネラ菌との組み合わせが最も

多く、サラダ、マッシュルーム、タマネギ、

リーキ（西洋ネギ）ではリステリアとの組

み合わせが多く見られた。ナッツ類、レタ

ス、ホウレンソウでは大腸菌 O157:H7 と

の組み合わせも比較的多く報告されており、

赤痢菌はニンジンとの組み合わせのみが報

告されていた。A 型肝炎ウイルスはベリー

と、クリプトスポリジウムはパセリと、サ

イクロスポラはバジルとのそれぞれの組み

合わせのみが報告されていた（表６）。 

 

１−３．EU の非動物性食品の回収情報 

 EU での回収情報に関しては参考文献１

の Table 30 に、2001～2011 年に非動物性

食品に関連して RASFF に通知があった回

収等の件数が、いくつかの生物学的ハザー

ドごとに記載されている（表７）。 

サルモネラの全通知件数は 692 件で、その

うち「その他のハーブおよびスパイス」が

184 件、「その他の農産物の混合製品」が

111 件、「ゴマ種子」が 80 件、「その他の種

子およびナッツ」が 73 件であった。大腸

菌（病原性および非病原性の両方を含む）

は全 59 件で、そのうち「バジル」が 16 件、

「その他のハーブおよびスパイス」が 12

件であった。バチルスは全 58 件で、その

うち「その他のハーブおよびスパイス」が

20 件、キノコが 13 件であった。他にもベ

リー類ではノロウイルスと、バジル、コリ

アンダー、ペパーミント、黒コショウでは

サルモネラとの組み合わせが多く報告され

ていた。 

 

２．アウトブレイク情報にもとづくリスク

分析 

２−１．米国のサルモネラアウトブレイク情

報 
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 2006～2011 年の FDOSS のデータから、

原因食品が非動物性であると思われるサル

モネラアウトブレイクを抽出した。各年（1

～12 月）について抽出されたアウトブレイ

クの件数を表８に示す。各年とも 110～150

件のサルモネラアウトブレイク報告があり、

そのうち非動物性食品によると思われるも

のは 15～21 件であった。 

 抽出された非動物性食品によるサルモネ

ラアウトブレイクのリストを表９に示す。

アウトブレイクごとに、発生年、サルモネ

ラ血清型、患者数、入院患者数、死亡者数、

原因食品、汚染原材料（判明した場合）が

示されている。 

 表９のアウトブレイクを、原因食品の原

材料がどの品目グループ（ commodity 

group）に分類されるかに従ってグループ

化した。ここで用いた原材料の品目グルー

プ別は Painter ら（参考文献２）により

2009 年に提唱されたものである。Painter

らは、食品原材料を 17 の品目グループに

分類した（図 1）。分類はヒエラルヒー構造

をとっており、本研究で対象とする非動物

性食品は「植物性」の原材料のみを含むも

のである。Painter らは植物性の原材料を 8

つの品目グループに分類している。すなわ

ち、穀類・豆類（1）、油脂・砂糖（2）、果

物・ナッツ（3）、キノコ類（4）、葉物野菜

（5）、根菜（6）、発芽野菜（7）、および、

つる性・茎野菜（8）である（カッコ内の

番号は本研究で便宜的につけたもの）。以上

のうち 3～8 は農産物、4～8 は野菜類と総

称される。1～8 のそれぞれの品目グループ

に含まれる品目の代表例が表１０に示され

ている。 

 表９のアウトブレイクを原因食品の原材

料の品目グループ別に従い分類した。原因

食品が特定の 1 つの品目グループの原材料

のみを含んでいる場合、そのアウトブレイ

クはその品目グループに分類し、2 つ以上

の品目グループの原材料を含んでいる場合

はグループ 9（複合食品）に分類した。 

 各品目グループに分類されたアウトブレ

イクの件数は、グループ 1 が 3 件、3 が 23

件、5 が 7 件、6 が 5 件、7 が 15 件、8 が

19 件、および 9 が 30 件で、グループ 2 ま

たは 4 に分類されたアウトブレイクはなか

った。品目グループごとに、そのグループ

に分類されたアウトブレイクの件数、合計

患者数、合計入院患者数、合計死亡者数を

示した（表１１）。表１１の結果をアウトブ

レイク件数の多い順に並びかえて表１２に

示した（グループ 2、4、9 は省略）。表１

２より明らかなように、件数、患者数とも、

果物・ナッツを原材料として含む食品を原

因とするアウトブレイクが最も多く、次い

で、つる性・茎野菜、発芽野菜であった。

果物・ナッツおよびつる性・茎野菜の両グ

ループのアウトブレイクを合わせると、件

数で全体（特定の 1 つの植物性品目グルー

プを原因食品とするするアウトブレイクの

すべて）の 58%、患者数で 81%、入院患者

数で 89%を占め、死亡者では全員に関連し

ていた。 

 次に、品目グループではなく個々の品目

のレベルで、どの品目がより頻繁にサルモ

ネラアウトブレイクと関連していたかを調

べた。品目グループ 1 は関連するアウトブ

レイクの件数および患者数が少なかったの

で対象にしなかった。結果を表１３に示す。

各品目グループで、関連したアウトブレイ

クの件数が多かった品目のみを示している。
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関連したアウトブレイクの件数でみると、

果物・ナッツの品目グループではスイカ（4

件）とカンタロープメロン（4 件）が最も

頻繁にアウトブレイクと関連しており、次

いでピーナッツ製品（3 件）であった。関

連した患者数ではピーナッツ製品が最も多

かった（1,529 人）。葉物野菜ではレタス（4

件）、根菜ではポテトサラダ（4 件）が最も

頻繁に関連しており、発芽野菜ではアルフ

ァルファスプラウトが 9 件で最も多く、次

いで豆もやし（3 件）であった。つる性・

茎野菜ではトマト（12 件）が最も頻繁に関

連し、ついでペッパー（5 件）であったが、

患者数ではペッパーが最も多くの患者

（1,654 人）の原因食品となっていた。 

 表１３の結果を、品目グループを問わず、

関連したアウトブレイクの件数の多い順に

示したのが表１４、患者数の多い順に示し

たのが表１５である。両表とも順位が上位

の品目のみ示してある。 

 以上より、非動物性原材料としては、ト

マト、アルファルファスプラウト、ペッパ

ーが最も頻繁に 2006～2011 年の米国のサ

ルモネラアウトブレイクに関連していたこ

とがわかった。患者数に関してはペッパー

およびピーナッツ製品が最も多くのアウト

ブレイク患者の発生に関連していた。 

 

２−２．米国の志賀毒素産生性大腸菌

（STEC）アウトブレイク情報 

 2006～2011 年の FDOSS のデータから、

原因食品が非動物性であると思われる

STEC O157 および STEC non-O157 アウ

トブレイクを抽出した。各年（1～12 月）

について抽出された件数を表１６に示す。 

 原因食品が非動物性であると思われる

STEC non-O157 アウトブレイクは件数が

5 件と少なかったので以後の分析は行わな

かった。抽出された STEC O157 アウトブ

レイク 28 件のリストを表１７に示す。 

 サルモネラアウトブレイクの場合と同様、

表１７に示した STEC O157 アウトブレイ

クを原因食品の品目グループ別にもとづき

分類した。その結果、グループ 3（果物・

ナッツ）に 5 件、グループ 5（葉物野菜）

に 14 件、グループ 6（根菜）に 1 件、グル

ープ 9（複合）に 8 件のアウトブレイクが

分類され、グループ 1、2、4、7、および 8

に分類されたアウトブレイクはなかった。

品目グループごとに、そのグループに分類

されたアウトブレイクの件数、合計患者数、

合計入院患者数、合計死亡者数を示したの

が表１８である。 

 表１８の結果をアウトブレイク件数の多

い順に並びかえて示したのが表１９である

（グループ 1、2、4、7、8、9 は省略した）。

表１９より、STEC O157 によるアウトブ

レイクに関連した植物性品目グループとし

ては葉物野菜が圧倒的に多く、件数で全体

の 70%、患者数で 93%を占め、次いで果

物・ナッツ（25%と 6.1%）であった。 

 葉物野菜、果物・ナッツ、および根菜に

分類されるいかなる品目が原因食品として、

より頻繁に STEC O157 アウトブレイクに

関連していたかを調査した。結果を表２０

に示す。表２０の結果を、品目グループを

問わず、関連したアウトブレイク件数の多

い順に示したのが表２１である。順位が上

位の品目のみを示した。 

 以上より、非動物性原材料としてはレタ

スが圧倒的に頻繁に 2006～2011 年の米国

の STEC O157 アウトブレイクに関連して
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いた。患者数に関してもレタス、次いでホ

ウレンソウが最も多くのアウトブレイク患

者の発生に関連していた。 

 

２−３．欧州のサルモネラアウトブレイク情

報 

 EFSAの報告書（参考文献１）のTable 26

には、EU 諸国等（スペインを除く EU 加

盟 26 カ国、ノルウェー、スイス）から 2007

〜2011 年に報告された非動物性食品を原

因食品とするアウトブレイクの概要（原因

食品の品目カテゴリー、品目、病因物質、

血清型、発生年、発生国、エビデンスのレ

ベル、患者数、入院患者数、死亡者数）が

記載されている。EU では食品由来アウト

ブレイクは 2005 年から報告が義務化され

ている。欧州のアウトブレイクデータに関

してはサルモネラ、ベロ毒素産生性大腸菌

（VTEC）、およびセレウス菌を病因物質と

するアウトブレイクを対象とした。 

 Table 26 からサルモネラアウトブレク

事例を抽出した。Table 26 には原因食品が

非動物性である 219件の食品由来アウトブ

レイク（合計患者数 10,543 人）が記載さ

れており、このうちバクテリアが病因物質

であるアウトブレイクは 141 件、サルモネ

ラが病因物質のアウトブレイクは 37 件（合

計患者数 1,340 人）であった。ちなみに同

期間に動物性食品を原因食品とするアウト

ブレイクは合計で 2,065 件（患者数 30,230

人）が報告された（このうちサルモネラア

ウトブレイクは 1,271 件、17,001 人）。 

 37 件のサルモネラアウトブレイクのう

ち 32 件のリストを表２２に示す。37 件の

うち 5 件は原因食品の記載に具体性がほと

んどなかったので表２２には含めなかった。

表２２で使用されている原因食品の品目カ

テゴリー別は、参考文献１において提唱さ

れている分類法（表２３）に従っている。 

 表２２のアウトブレイクを品目カテゴリ

ーごとにまとめ、合計のアウトブレイク件

数、患者数を示したのが表２４である。件

数の多い品目カテゴリー順に記載している。 

 件数の最も多い品目カテゴリーは発芽野

菜（11 件）で、次いで葉物野菜（7 件）で

あった。これら 2 カテゴリーのアウトブレ

イクをあわせると、件数で全体の 56%、患

者数で 76%を占めていた。 

 次に品目カテゴリーではなく品目レベル

で、どの品目によるアウトブレイクの件数

が多いかをまとめた。表２２のアウトブレ

イクのうち、品目カテゴリーの記載はある

が品目の記載のないもの、原因食品として

２種類の品目の記載があるものは除外した。

表２５に結果を示す。件数の多い順（同じ

場合は患者数の多い順）に示した。豆もや

し（4 件）、アルファルファスプラウト（4

件）を原因食品とするサルモネラアウトブ

レイクが最も多く報告され、次いでレタス

（3 件）、ベビースピナッチ（2 件）、緑豆

もやし（2 件）、マッシュポテト（2 件）、

ポテトサラダ（2 件）の順であった。患者

数では、豆もやし（275 人）、レタス（231

人）、ベビースピナッチ（189 人）の順でよ

り多くの患者発生に関連していた。 

 

２−４．欧州のベロ毒素産生性大腸菌

（VTEC）アウトブレイク情報 

 参考文献１の Table26 には 2007〜2011

年に発生した非動物性食品を原因食品とす

るVTECアウトブレイクとして7件が記載

されていた。このうち、原因食品の品目に
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関する具体的な記述がない 1 件を除いた 6

件のアウトブレイクについて、概要を表２

６に示す。 

 表２６のアウトブレイクのうち、フェヌ

グリークスプラウトを原因食品とした

VTEC O104:H4 による 3 件のアウトブレ

イクは、実質的にはドイツで起きた 1 件の

大規模アウトブレイクとみなせる。英国で

発生し患者数が 250 人に及んだ、生のセイ

ヨウネギ、ポテトの家庭での取り扱いを原

因とする VTEC O157 アウトブレイクは、

これらの野菜に付着していた土壌が感染源

であったとされている。 

 

２−５．欧州のセレウス菌（Bacillus cereus）

アウトブレイク情報 

 参考文献１の Table26 には 2007～2011

年に発生した非動物性食品を原因食品とす

るセレウス菌アウトブレイクが 49 件記載

されていた。このうち、原因食品の品目に

関する具体的な記述がない 7 件を除いた

42 件のアウトブレイクについて、概要を表

２７に示す。表２７のアウトブレイクを品

目カテゴリーごとにまとめ、合計のアウト

ブレイク件数、患者数を示したのが表２８

である。件数の多い品目カテゴリー順に記

載してある。 

 アウトブレイク件数の最も多い品目カテ

ゴリーは「その他の加工製品、ソース、ド

レッシング、ピューレ、スープ、ペースト、

シロップ（缶詰め、びん詰めを含む）」（31

件）で、次いで「スパイスおよびハーブ乾

燥粉」（7 件）であった。これら 2 カテゴ

リーのアウトブレイクをあわせると、件数

で全体（42 件）の 90%、患者数で全体（910

人）の 94%を占めていた。 

 次に、品目カテゴリーではなく品目レベ

ルで、どの品目によるアウトブレイクの件

数が多いかをまとめた。表２７のアウトブ

レイクのうち、品目カテゴリーの記載はあ

るが品目の記載のないもの、および原因食

品として２種類の品目の記載があるものは

除外した。その結果を表２９に示した。件

数の多い順（件数が同じ場合は患者数の多

い順）に、上位 7 位までの品目を示した。 

 非動物性食品を原因食品とするセレウス

菌アウトブレイクでは、具体的な原因食品

として「ライス、白飯、チャーハン」が圧

倒的に多く（18 件、患者数 236 人）、件

数で全体（38 件）の 47%、患者数で全体

（758 人）の 31%を占めていた。次いで、

コショウ（2 件、164 人）、ターメリック

／クルクマ（2 件、23 人）の順であった。 

 

Ｄ. 考察 

１．食品の回収情報にもとづくリスク分析 

 米国、カナダ、EU における回収情報か

ら、非動物性食品の食品分類ごとに汚染実

態の把握を試みた。非動物性食品のうち、

各国で特に汚染が多い食品と考えられたの

は、生鮮野菜（特にスプラウト）、生鮮果物、

ナッツ類、ハーブやスパイス、ゴマ等であ

った。サルモネラ汚染はナッツ類、スプラ

ウト、コショウ・唐辛子類、カンタロープ、

トマト、ゴマ、ホウレンソウ、バジル、マ

ンゴー、カルダモン等で、リステリア汚染

はサラダ、レタス、マッシュルーム、タマ

ネギ、リーキ（西洋ネギ）等で、大腸菌

O157:H7 汚染はサラダ、ホウレンソウ、レ

タス、ナッツ類、バジル等で多く報告され

ていた。ボツリヌスはオリーブ類で、A 型

肝炎ウイルスはベリー類やザクロで報告さ
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れていた。これらの組み合わせはいずれも

実際に各国で大規模なアウトブレイクが最

近発生しており、その影響が世界規模であ

ることが多いことから特に注意が必要であ

る。 

 本研究において米国およびカナダの回収

情報の件数は、関連製品の回収情報や追加

回収情報等を区別せずに集計したものであ

る。このため、例えば、米国の 2009 年の

サルモネラアウトブレイクに起因するピー

ナッツ関連製品の大規模回収のような事例

においてその影響が見られる（表１）。また、

回収情報はそれぞれ情報量、記載方法や表

現等が異なるため、食品分類が全てのケー

スで同程度の厳密さで行われている保証は

ない。これらのことから今回の集計・解析

結果から定量的な判断をすることは困難で

あり、あくまでどのような非動物性食品の

汚染が報告されているか、またその場合の

汚染病原体が何であるかの半定量的な傾向

把握に用途を留める必要があると考える。 

 

２．アウトブレイク情報にもとづくリスク

分析 

 米国および欧州でのアウトブレイクの調

査報告データにもとづき、非動物性食品の

喫食に起因するアウトブレイクについて原

因食品および原因病原体を集計し、解析を

行った。サルモネラアウトブレイクの原因

食品としてはスプラウト、トマト、レタス、

スイカ、カンタロープメロン、コショウ・

唐辛子類が多く報告されていた。STEC

（VTEC）による非動物性食品関連アウト

ブレイクの原因食品で多かったのはスプラ

ウト、レタス、ホウレンソウ等であった。

セレウス菌による非動物性食品関連アウト

ブレイクの原因食品では、米製品、コショ

ウ等香辛料関連が多かった。 

 アウトブレイクにおける原因菌と原因食

品の組み合わせの結果は上述した回収情報

における傾向と似ていた。アウトブレイク

発生により多数の関連回収情報が報告され

るため、その結果は当然ともいえる。しか

し、回収情報には患者はまだ発生していな

いがルーチン検査で汚染が確認されたこと

により発表された情報も含まれることから、

非動物性食品の喫食による食中毒への対策

において注視すべき食品の品目と病原体の

組み合わせを把握する際に、より実態に即

したデータであると考えられる。散発事例

等のアウトブレイクとして報告されない事

例を考慮するとアウトブレイク件数よりも

大幅に多い件数の非動物性食品汚染やそれ

に起因する疾患が起きていることが予想さ

れる。 

 

Ｅ. 結論 

 非動物性食品における食中毒リスクとし

て注視すべき食品と病原体の組み合わせは、

サルモネラでは生鮮野菜、生鮮果物、ナッ

ツ類、香辛料等で、具体的な品目としては

ナッツ類、スプラウト、コショウ・唐辛子

類、カンタロープ、トマト、ゴマ、ホウレ

ンソウ、バジル、マンゴー、カルダモン等

であった。リステリアでは同様に生鮮野菜

や生鮮果物が多く、品目としてはサラダ、

レタス、マッシュルーム、タマネギ、リー

キ（西洋ネギ）等であった。大腸菌（STEC、

VTEC）では生鮮野菜がリスク要因であり、

品目としてはサラダ、スプラウト、ホウレ

ンソウ、レタス、バジル等であった。セレ

ウス菌は米製品やコショウ等香辛料関連製
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品、ボツリヌスはオリーブ類、A 型肝炎ウ

イルスはベリー類およびザクロがリスク要

因であった。 

 今回の回収件数のデータは重複等のバイ

アスが大きく、定量的に扱い、数理解析に

よりリスクの数値化を可能にするデータで

はない。しかしながら、上述した非動物性

食品は、回収情報では実際に当該食品の病

原体による汚染が確認されたものであり、

さらに実際に食中毒被害が起きたものが含

まれることから、これらの食品や病原体の

リストは実際の汚染状況に即したリスク要

因であると考えることができる。我が国で

もこれらの非動物性食品の汚染調査による

実態把握が食中毒対策のために重要である

と考えられる。 
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表１. 米国における非動物性食品に関する回収等の件数（US FDA、2004～2013 年、食

品別） 

 

2013 2012 2011 2010 2009 2008 2007 2006 2005 2004 Total

Total Recalls 402 486 248 238 926 221 254 159 187 199 3320

非動物性食品 29 85 61 59 63 14 13 22 10 54 410

サラダ 13 5 4 2 1 5 30

スプラウト 7 10 4 6 2 2 8 39

レタス 9 1 3 13

トマト 1 2 8 1 12

ホウレンソウ 4 6 1 4 15

タマネギ 3 1 4

キュウリ 1 1

ニンジン 1 1

バジル 1 1 1 3

パプリカ 2 2

アボガド 1 1 2

フルーツ 2 3 2 7

カンタロープ 5 6 1 3 3 1 3 2 24

マンゴー 11 11

パパイヤ 1 2 1 4

パイナップル 1 1

リンゴ 2 3 5

イチゴ 1 2 3

ザクロ 2 2

コリアンダー 1 1 5 1 1 9

コショウ、唐辛子類 1 3 3 8 4 2 1 22

カレースパイス 1 1

ナッツ類（ピーナッ
ツ、ピスタチオ、
アーモンド） 4 3 2 6 45 38 98

ゴマ 3 1 2 2 1 2 11

シーズニング 11 11

豆腐 2 2

茶葉 1 1 2

豆 2 2 1 1 6  
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表２. 米国における非動物性食品の回収にかかわる原因病原体の内訳（US FDA、2004

～2013 年） 

 

2013 2012 2011 2010 2009 2008 2007 2006 2005 2004 Total

リステリア 15 36 17 9 4 1 2 9 1 1 95

サルモネラ 10 47 38 43 59 6 6 9 7 51 276

ボツリヌス菌 0 3 1 5 1 2 1 13

A型肝炎ウイルス 2 2

大腸菌O157:H7 2 2 3 4 1 1 3 1 17

赤痢菌 1 1

腸チフス菌 1 1 2

大腸菌O145 1 1  

 

表３. 米国での非動物性食品の回収における回収食品と原因病原体の組み合わせ（US 

FDA、2004～2013 年） 

 
リステリア サルモネラ ボツリヌス菌 大腸菌O157:H7 大腸菌O145 赤痢菌 腸チフス菌 A型肝炎ウイルス Total

サラダ（複合食品） 29 4 1 4 1 39

スプラウト 8 29 1 38

レタス 9 3 2 1 15

トマト 14 14

ホウレンソウ 5 9 6 20

タマネギ 5 1 6

キュウリ 1 1

ニンジン 1 1

バジル 2 1 3

パプリカ 2 2

アボガド 2 2

オリーブ 　 　 4 1 5

マッシュルーム 3 3

フルーツ 3 8 1 12

カンタロープ 6 18 24

マンゴー 11 11

パパイヤ 3 1 4

リンゴ 5 2 7

イチゴ 2 1 3

ザクロ 2 2

コリアンダー 2 7 9

コショウ、唐辛子類 2 19 21

カレースパイス 2 2

ナッツ類（ピーナッ
ツ、ピスタチオ、アー
モンド） 3 98 1 102

ゴマ 1 12 13

シーズニング 8 8

豆腐 2 2

茶葉 1 1

豆 3 2 4 9

Total 90 255 11 16 1 1 3 2  
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表４. カナダにおける非動物性食品に関する回収等の件数（CFIA、2004～2013 年、食品

別） 

 
2013 2012 2011 2010 2009 2008 2007 2006 2005 2004 Total

Total   R

e

calls 188 210 95 174 172 144 132 104 96 89 1404

非動物性食品 38 70 14 45 82 8 23 13 12 1 306

サラダ 6 5 2 1 1 1 16

スプラウト 3 1 3 2 9

レタス 4 3 1 1 9

トマト 1 1 2

ホウレンソウ 1 1 6 8

タマネギ 3 2 3 8

ニンジン 2 2 4

バジル 9 1 1 11

パプリカ 1 1

リーキ（西洋ネギ） 3 3

パセリ 1 1

カンタロープ 2 2 3 3 10

マンゴー 10 10

スイカ 1 1

mamey（フルーツ） 2 2

オリーブ 1 5 6

ナツメグ 1 1

ココナッツ 1 1

マッシュルーム 1 2 3

椎茸 3 3 6

タケノコ 1 2 1 5 1 2 12

コショウ類、唐辛子（スパイス） 1 2 1 5 1 2 12

香辛料（カレー粉等） 2 2 1 6 11

ナッツ類（ピーナッツ、ピスタチ
オ、アーモンド） 9 14 4 59 1 87

ゴマ 10 7 1 3 2 2 12 37

 

 

表５. カナダにおける非動物性食品の回収にかかわる原因病原体の内訳（CFIA、2004～

2013 年） 

 

2013 2012 2011 2010 2009 2008 2007 2006 2005 2004 Total

リステリア 7 15 2 6 2 32

サルモネラ 29 51 8 43 76 5 17 10 2 241

ボツリヌス菌 2 3 9 1 15

A型肝炎ウイルス 1 2 3

大腸菌O157:H7 3 4 1 3 11

クリプトスポリジウム 1 1

サイクロスポラ 1 1

赤痢菌 2 2
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表６. カナダでの非動物性食品の回収における回収食品と原因病原体の組み合わせ

（CFIA、2004～2013 年） 

 
CFIA リステリア サルモネラ ボツリヌス菌 大腸菌O157:H7 赤痢菌 クリプトスポリジウム サイクロスポラA型肝炎ウイルス Total

サラダ 13 1 14

スプラウト 1 9 10

レタス 1 4 4 9

トマト 1 1 2

ナス 1 1

ホウレンソウ 5 3 8

タマネギ 3 5 8

ニンジン 2 2 4

バジル 11 1 12

パプリカ 1 1

リーキ（西洋ネギ） 3 3

パセリ 1 1

オリーブ 6 6

カンタロープ 8 8

マンゴー 10 10

スイカ 1 1

mamey（フルーツ） 2 2

ベリー 1 1

ナツメグ 1 1

ココナッツ 1 1

マッシュルーム 6 1 3 10

カルダモン 8 8

タケノコ 1 1

コショウ類、唐辛子（スパイス）   11 11

香辛料（カレー粉等） 4 4

ナッツ類（ピーナッツ、ピスタ
チオ、アーモンド） 84 5 89

ゴマ 37 37

Total 27 206 12 13 2 1 1 1
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表７. EU での非動物性食品の回収における回収食品と生物学的ハザードの組み合わせ（RASFF、2001～2011 年、参考文献１より） 

 

アサイージュース その他のベリー類 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

種のある果物 その他のベリー類／リンゴ等／メロン類 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 3

ソフトフルーツ イチゴ／ラズベリー／その他のベリー類 0 2 0 0 0 5 0 0 16 0 0 0 0 23

熱帯の果物等 熱帯の果物 2 0 0 0 1 0 2 0 0 1 14 0 1 21

メロン類 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2

キャンタロープメロン 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

トマト トマト 0 0 0 0 0 3 1 0 0 0 1 0 0 5

トウガラシ トウガラシ／ナス 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

葉物野菜 生サラダ用の葉物野菜 0 0 6 0 3 4 0 1 2 0 33 0 0 49

バジル 0 0 0 0 16 0 0 0 0 0 49 1 1 67

コリアンダー 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 24 0 0 25

ミント 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 8 0 0 14

ペパーミント 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 21 0 0 26

その他のハーブおよびスパイス 20 0 0 5 12 0 0 0 0 0 184 0 0 221

黒コショウ 4 0 0 1 0 0 0 0 0 0 22 0 0 27

チリペパー 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 0 0 15

その他の農産物の混合製品 0 0 3 2 6 1 0 2 0 0 111 1 0 126

春タマネギ 茎野菜 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2

米 米 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 3 0 0 5

トウモロコシ 穀類 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 2 0 0 5

発芽野菜の種 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 3 0 0 4

発芽野菜 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 4 0 0 7

キノコ キノコ、菌類、酵母 13 0 0 11 1 1 0 1 0 1 23 0 2 53

その他の非動物性食品 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 0 0 11

58 2 11 22 59 19 3 6 18 7 692 2 5 904

0

0

0

0

4

2

3

80

73

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 4

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4

0

0

1

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

0 0

0

0

0

0

穀類および乾燥した豆類／米／パスタ／その
他の乾燥した豆類、穀類、食用の種、小麦
粉、およびそれらの加工品

新鮮ハーブ／スパイスおよびハーブ乾燥粉

1

1

6

6

赤痢菌

メロン類

発芽野菜

生サラダ用の葉物野菜／花・花芽／他の根
菜・塊茎野菜

新鮮ハーブ／スパイスおよびハーブ乾燥粉／
飲料

茶葉

アブラナ科

穀類およびその加工品

ゴマ種子

その他の種子およびナッツ

寄生性昆虫

生物学的ハザード製品 該当する非動物性品目カテゴリー 合計

食品由来アウ
トブレイク

バチルス カリシウイルス カンピロバクター サルモネラ ブドウ球菌

0

0

0

0

クロストリジウム 大腸菌* A型肝炎ウイ
ルス

リステリア ノロウイルス

1

合計

その他の乾燥した豆類、穀類、食用の種、小
麦粉、およびそれらの加工品／ナッツとその
加工品

その他の乾燥した豆類、穀類、食用の種、小
麦粉、およびそれらの加工品

スパイスおよびハーブ乾燥粉

8

3

4

87

88
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表８. 非動物性食品を原因食品とするサルモネラアウトブレイクの件数（FDOSS、2006

～2011 年） 

 

 

年 

食品由来サルモネラアウトブレイク 

総件数 非動物性食品による 

と思われるもの 

2006 121 17 

2007 149 17 

2008 114 17 

2009 120 15 

2010 134 21 

2011 112 15 

計 750 102 
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表９. 非動物性食品によるサルモネラアウトブレイクのリスト（FDOSS、2006～2011） 

： Part1（2006～2008 年） 
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表９（続き）Part2（2009～2011 年） 
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表１０. 植物性原材料の品目グループ（参考文献２にもとづく） 

 

品目グループ 代表例等 

番号 名称  

1 穀類・豆類  

2 油脂・砂糖 酢、ごま油、落花生油を含む。 

3 果物・ナッツ スパイスを含む。 

4 キノコ類  

5 葉物野菜 レタス、ホウレンソウなど。ハーブを含む。 

6 根菜 ジャガイモ、タマネギ、ニンジンなど 

7 発芽野菜 スプラウト 

8 つる性・茎野菜 トマト、とうもろこし、キュウリ、ナス、さやいんげん、ペッ

パー、カボチャ、ズッキーニ、オクラ、さやえんどう、スクオ

ッシュ 

 

 

表１１. 植物性品目グループ別のサルモネラアウトブレイク件数等（FDOSS、2006～

2011 年） 

 

品目グループ アウトブレイク 

番号 名称 件数 患者数 入院患者数 死亡者数 

1 穀類・豆類 3 41 13 0 

2 油脂・砂糖 0 0 0 0 

3 果物・ナッツ 23 2,683 411 10 

4 キノコ類 0 0 0 0 

5 葉物野菜 7 359 13 0 

6 根菜 5 154 19 0 

7 発芽野菜 15 614 51 0 

8 つる性・茎野菜 19 2,309 386 3 

 小計 72 6,160 893 13 

9 複合 30 1,398 94 0 

 総計 102 7,558 987 13 
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表１２.  植物性品目グループ別のサルモネラアウトブレイク件数等（件数順、FDOSS、

2006～2011 年） 

 

品目グループ アウトブレイク 

番号 名称 件数 患者数 入院患者数 死亡者数 

3 果物・ナッツ 23（32%） 2,683（44%） 411 10 

8 つる性・茎野菜 19（26%） 2,309（37%） 386 3 

7 発芽野菜 15（21%） 614（10%） 51 0 

5 葉物野菜 7（9.7%）   359（5.8%） 13 0 

6 根菜 5（6.9%） 154（2.5%） 19 0 

1 穀類・豆類 3（4.2%） 41（0.7%） 13 0 

 計 72（100%）  6,160（100%） 893 13 

 

 

表１３. 植物性品目別のサルモネラアウトブレイク件数等（FDOSS、2006～2011 年） 

 

品目グループ  

品目 

アウトブレイク 

番号 名称 件数 患者数 入院患者数 死亡者数 

3 果物・ナッツ スイカ 4 646 46 0 

  カンタロープメロン 4 108 24 0 

  ピーナッツ製品 3 1,529 298 9 

  パパイヤ 1 104 10 - 

       

5 葉物野菜 レタス 4 264 13 0 

       

6 根菜 ポテトサラダ 4 104 3 0 

       

7 発芽野菜 アルファルファスプラウト 9 548 44 0 

  豆もやし 3 48 3 0 

       

8 つる性・茎野菜 トマト 12 634 64 1 

  ペッパー 5 1,654 320 2 
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表１４. 植物性品目別のサルモネラアウトブレイク件数等（件数順、FDOSS、2006～2011

年） 

 

 

品目 

 

品目グループ 

アウトブレイク 

件数 患者数 入院患者数 死亡者数 

トマト つる性・茎野菜 12 634 64 1 

アルファルファスプラウト 発芽野菜 9 548 44 0 

ペッパー つる性・茎野菜 5 1,654 320 2 

スイカ 果物・ナッツ 4 646 46 0 

レタス 葉物野菜 4 264 13 0 

カンタロープメロン 果物・ナッツ 4 108 24 0 

ポテトサラダ ポテトサラダ 4 104 3 0 

 

 

表１５. 植物性品目別のサルモネラアウトブレイク件数等（患者数順、FDOSS、2006～

2011 年） 

 

 

品目 

 

品目グループ 

アウトブレイク 

件数 患者数 入院患者数 死亡者数 

ペッパー つる性・茎野菜 5 1,654 320 2 

ピーナッツ製品 果物・ナッツ 3 1,529 298 9 

スイカ 果物・ナッツ 4 646 46 0 

トマト つる性・茎野菜 12 634 64 1 

アルファルファスプラウト 発芽野菜 9 548 44 0 

レタス 葉物野菜 4 264 13 0 

カンタロープメロン 果物・ナッツ 4 108 24 0 
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表１６. 非動物性食品を原因食品とする STEC アウトブレイクの件数（FDOSS、2006～

2011 年） 

 

 

年 

食品由来 STEC O157 アウトブレイク 食品由来 STEC non-O157 アウトブレイク 

総件数 非動物性食品による 

と思われるもの 

総件数 非動物性食品による 

と思われるもの 

2006 27 4 2 2 

2007 41 5 2 0 

2008 35 7 1 0 

2009 34 5 1 0 

2010 20 3 6 1 

2011 17 4 6 2 

計 174 28 18 5 
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表１７. 非動物性食品による STEC O157 アウトブレイクのリスト（FDOSS、2006～2011

年） 
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表１８. 植物性品目グループ別の STEC O157 アウトブレイク件数等（FDOSS、2006～

2011 年） 

 

品目グループ アウトブレイク 

番号 名称 件数 患者数 入院患者数 死亡者数 

1 穀類・豆類 0 0 0 0 

2 油脂・砂糖 0 0 0 0 

3 果物・ナッツ 5 44 17 2 

4 キノコ類 0 0 0 0 

5 葉物野菜 14 674 247 6 

6 根菜 1 4 0 0 

7 発芽野菜 0 0 0 0 

8 つる性・茎野菜 0 0 0 0 

 小計 20 722 264 8 

9 複合 8 146 22 0 

 総計 28 868 286 8 

 

 

表１９.  植物性品目グループ別のSTEC O157アウトブレイク件数等（件数順、FDOSS、

2006～2011 年） 

 

品目グループ アウトブレイク 

番号 名称 件数 患者数 入院患者数 死亡者数 

5 葉物野菜    14 (70%)   674 (93%) 247 6 

3 果物・ナッツ     5 (25%)     44 (6.1%)  17 2 

6 根菜    1 (5%)      4 (0.6%)   0 0 

 計    20 (100%) 722 (100%) 264 8 
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表２０. 植物性品目別の STEC O157 アウトブレイク件数等（FDOSS、2006～2011 年） 

 

品目グループ  

品目 

アウトブレイク 

番号 名称 件数 患者数 入院患者数 死亡者数 

3 果物・ナッツ アップルサイダー 3 21 7 0 

  イチゴ 1 15 7 2 

  ヘーゼルナッツ 1 8 3 0 

5 葉物野菜 レタス 11 415 139 1 

  ホウレンソウ 2 251 103 5 

  サラダミックス 1 8 5 0 

6 根菜 ポテトサラダ 1 4 0 0 

 

 

表２１.  植物性品目別の STEC O157 アウトブレイク件数等（件数順、FDOSS、2006

～2011 年） 

 

 

品目 

 

品目グループ 

アウトブレイク 

件数 患者数 入院患者数 死亡者数 

レタス 葉物野菜 11 415 139 1 

アップルサイダー 果物・ナッツ 3 21 7 0 

ホウレンソウ 葉物野菜 2 251 103 5 
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表２２. 非動物性食品によるサルモネラアウトブレイクのリスト（欧州、2007～2011 年） 

 
品目 血清型 発生年 発生国 患者数

ソフトフルーツ ラズベリー ラズベリー S. Panama 2008 オランダ 33

メロン類 スイカ S. Newport 2011 ドイツ 17

果菜類 トマト トマト S. Strathcona 2011 デンマーク 43

レタス S. Enteritidis 2007 ドイツ 15

ベビースピナッチ S. Paratyphi B var. Java 2007 ノルウェー 10

ベビースピナッチ Salmonella spp. 2007 スウェーデン 179

レタス S. Newport 2008 フィンランド 86

ルッコラ、レタス S. Napoli 2008 スウェーデン 13

ルッコラ S. Napoli 2009 スウェーデン 5

レタス S. Paratyphi B var. Java 2010 英国 130

茎野菜 タマネギ S. Haifa 2011 スウェーデン 30

豆もやし S. Weltevreden 2007 デンマーク 19

アルファルファスプラウト S. Weltevreden 2007 フィンランド 8

アルファルファスプラウト S. Weltevreden 2007 ノルウェー 27

アルファルファスプラウト S. Stanley 2007 スウェーデン 51

アルファルファスプラウト S. Bovismorbificans 2009 フィンランド 28

S. Bovismorbificans 2009 エストニア 6

豆もやし S. Bareilly 2010 英国 231

豆もやし S. Bareilly 2010 英国 21

豆もやし S. Kottbus 2010 英国 4

緑豆もやし S. Newport 2011 ドイツ 106

緑豆もやし S. Newport 2011 オランダ 20

ナッツとその加工品 カシューナッツ S. Poona 2011 スウェーデン 16

スパイスおよびハーブ乾燥粉 S. Senftenberg 2007 デンマーク 3

ポテトサラダ S. Enteritidis 2007 ドイツ 14

ポテトサラダ S. Enteritidis 2007 スロベニア 15

マッシュポテト S. Enteritidis 2008 ラトビア 35

マッシュポテト S. Enteritidis 2008 ラトビア 35

めん類 S. Enteritidis 2010 ハンガリー 18

ファラフェル S. Infantis 2010 スウェーデン 18

その他 hemp flour S. Montevideo 2010 ドイツ 4

S. Enteritidis 2007

原因食品の品目カテゴリー

ルーマニア 30

その他の加工製品、ソース、ド
レッシング、ピューレ、スープ、
ペースト、シロップ（缶詰、びん
詰めを含む）

葉物野菜

発芽野菜

温野菜サラダ

生サラダ用の葉物野菜

乾燥した豆類、穀類、食用の
種、小麦粉、その加工品

小麦粉製品
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表２３：非動物性食品の品目カテゴリー分類（参考文献１より） 

 
広義の品目カテゴリー 狭義の品目カテゴリー 品目の例

果物一般（1）

イチゴ（2）

ラズベリー（3）

その他のベリー類（4）

かんきつ類（5）

リンゴ等（6） リンゴ、ナシなど

核果（7） アンズ、梅、桃、チェリーなど

熱帯の果物（8） アボカド、イチジク、マンゴー、ココナッツ、パパイヤ、ザクロなど

メロン類（9） マスクメロン、キャンタロープメロン、スイカなど

フルーツミックス（10） カットフルーツ、フルーツサラダ

トマト（11）

トウガラシ、ナス（12）

ウリ、カボチャ（13） キュウリも含む

新鮮な鞘、豆類（14）
生サラダ用の葉物野菜（15） キャベツ、セロリ、白菜、小松菜、レタス、ホウレンソウなど

新鮮ハーブ（16）

他の新鮮FoNAOとミックスされた葉物野菜（17）

その他の葉物野菜（18）

ニンジン（19）

ジャガイモ（20） ベークドポテト、ゆでジャガイモ、フライポテト

他の根菜・塊茎野菜（21） タケノコ、大根、牛蒡、サツマイモなど

茎野菜（22） アスパラガス、ニラネギ、レンコン、タマネギなど

花・花芽(23) ブロッコリー、カリフラワー

穀類および乾燥した豆類（24） オオムギ、ソバ、トウモロコシ、コムギなど

米（25） 白飯

パスタ（26） ゆでたパスタ

上記以外（27） パン、シリアル、トルティーヤ、食用の種、小麦粉

発芽野菜（28） アルファルファ、緑豆もやしなど

菌類（キノコ、酵母）（29）

海藻（30） のり、昆布、わかめなど

ナッツとその加工品（31） アーモンド、ヘーゼルナッツ、ナッツバー、ピーナッツ、ピーナッツバターなど

スパイスおよびハーブ乾燥粉（32） チリ、カレー、ペッパー（白／黒）など

飲料（33） ココア、コーヒー、ハーブティー、お茶など

植物性油（34） 菜種油、ごま油、大豆油など

発酵・漬け物野菜（果物）（35） みそ、オリーブ、酢漬け、塩漬け、醤油、テンペなど

温野菜サラダ（36） ポテトサラダ、ナスサラダなど

乾燥野菜・果物（38） 乾燥野菜スープ、ドライフルーツ、ドライトマトなど

その他（39） サプリメント、植物エキスなど

缶詰、びん詰め、メープルシロップ、タヒニ、タプナード、トマトソース、油漬け
野菜、野菜スープなど

ソフトフルーツ

果菜類

葉物野菜

根菜・塊茎野菜

乾燥した豆類、穀類、食用の種、
小麦粉、およびそれらの加工品

その他の加工製品、ソース、ドレッ
シング、ピューレ、スープ、ペース
ト、シロップ（缶詰、びん詰めを含
む）（37）
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表２４. 非動物性品目カテゴリー別のサルモネラアウトブレイク件数等（件数順、欧州、

2007～2011 年） 

 

原因食品の品目カテゴリー アウトブレイク 

件数 患者数 

発芽野菜 11 521 

葉物野菜 7 438 

その他の加工製品、ソース、ドレッシ

ング、ピューレ、スープ、ペースト、

シロップ（缶詰、びん詰めを含む） 

4 106 

温野菜サラダ 2 29 

果菜類 1 43 

ソフトフルーツ 1 33 

茎野菜 1 30 

乾燥した豆類、穀類、食用の種、 

小麦粉、その加工品 

1 30 

メロン類 1 17 

ナッツとその加工品 1 16 

その他 1 4 

スパイスおよびハーブ乾燥粉 1 3 

合計 32 1,270 
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表２５. 非動物性品目別のサルモネラアウトブレイク件数等（件数順、欧州、2007～2011

年） 

 

原因食品の品目 品目カテゴリー アウトブレイク 

件数 患者数 

豆もやし 発芽野菜 4 275 

アルファルファスプラウト 発芽野菜 4 114 

レタス 葉物野菜 3 231 

ベビースピナッチ 葉物野菜 2 189 

緑豆もやし 発芽野菜 2 126 

マッシュポテト その他の加工製品、ソース、ドレッシ

ング、ピューレ、スープ、ペースト、

シロップ（缶詰、びん詰めを含む） 

2 70 

ポテトサラダ 温野菜サラダ 2 29 

トマト 果菜類 1 43 

ラズベリー ソフトフルーツ 1 33 

タマネギ 茎野菜 1 30 

小麦粉製品 乾燥した豆類、穀類、食用の種、小麦

粉、その加工品 

1 30 

めん類 その他の加工製品、ソース、ドレッシ

ング、ピューレ、スープ、ペースト、

シロップ（缶詰、びん詰めを含む） 

1 18 

ファラフェル 1 18 

スイカ メロン類 1 17 

カシューナッツ ナッツとその加工品 1 16 

ルッコラ（ロケット） 葉物野菜 1 5 

hemp flour その他 1 4 

合計 29 1,248 
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表２６. 非動物性食品を原因食品とする VTEC アウトブレイクのリスト（欧州、2007～

2011 年） 

 

原因食品の品目カテゴリー 品目 血清群（型） 発生年 発生国 患者数 

果菜類 新鮮な鞘、豆類 サヤエンドウ O27 2011 デンマーク 87 

発芽野菜 

 

 

 フェヌグリーク 

 

 

O104:H4 2011 デンマーク 26 

O104:H4 2011 オランダ 11 

O104:H4 2011 ドイツ 3793 

温野菜サラ

ダ 

  O157 2011 英国 7 

野菜とジュ

ース、それら

の加工品 

 生のセイヨウネ

ギ、ポテトの取扱

い 

O157 2011 英国 250 
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表２７. 非動物性食品によるセレウス菌アウトブレイクのリスト（欧州、2007～2011 年） 

品目 発生年 発生国 患者数

カレー 2009 ベルギー 7

2007 フランス 146

白コショウ 2010 デンマーク 112

ターメリック／クルクマ 2011 フィンランド 19

ターメリック／クルクマ 2011 フィンランド 4

クミン 2011 フィンランド 3

コショウ 2011 デンマーク 52

ナスサラダ 2007 オランダ 2

サラダ 2010 フィンランド 2

野菜入りめん類 2007 オランダ 3

トマトスープ 2009 オランダ 12

豆スープ 2011 ベルギー 178

バジルソース 2009 オランダ 2

マッシュポテト 2008 フィンランド 5

白飯、チャーハン 2007 ドイツ 2

ライス 2007 ドイツ 51

白飯 2007 オランダ 4

リゾット 2007 スロバキア 14

チャーハン 2008 オランダ 5

チャーハン 2008 オランダ 8

白飯 2008 スウェーデン 5

白飯 2008 スウェーデン 115

ライス 2009 オランダ 3

ライス 2009 オランダ 3

ライス 2009 オランダ 3

ライス 2009 オランダ 2

チャーハン 2010 オランダ 2

チャーハン 2010 オランダ 2

ライス 2011 デンマーク 4

ライス 2011 スウェーデン 3

白飯 2011 ドイツ 2

白飯 2011 ドイツ 8

野菜入りライス 2011 デンマーク 1

パスタ 2008 オランダ 30

ペースト 2009 スロバキア 16

中華めん 2010 オランダ 2

チャーハンとめん類 2010 オランダ 2

ライスとレンチル豆 2010 ドイツ 3

kisir 2010 フィンランド 8

ブルガー小麦 2011 デンマーク 11

ブルガー小麦 2011 デンマーク 2

温野菜サラダ

その他の加工製品、ソース、ド
レッシング、ピューレ、スープ、
ペースト、シロップ（缶詰め、び
ん詰めを含む）

52

スパイスおよびハーブ乾燥粉

原因食品の品目カテゴリー

乾燥した豆類、穀類、食用の
種、小麦粉、およびそれらの加
工品

穀類および乾燥した豆類 そば 2009 ポーランド
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表２８.非動物性品目カテゴリー別のセレウス菌アウトブレイク件数等（件数順、欧州、2007

～2011 年） 

 

原因食品の品目カテゴリー アウトブレイク 

件数 患者数 

その他の加工製品、ソース、ドレッシン

グ、ピューレ、スープ、ペースト、シロ

ップ（缶詰め、びん詰めを含む） 

31 508 

スパイスおよびハーブ乾燥粉 7 343 

温野菜サラダ 3 7 

乾燥した豆類、穀類、食用の種、小麦粉、

およびそれらの加工品 

1 52 

合計 42 910 
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表２９. 非動物性品目別のセレウス菌アウトブレイク件数等（件数順、欧州、2007～2011

年） 

 

原因食品の品目 品目カテゴリー アウトブレイク 

件数 患者数 

ライス、白飯、チャーハン その他の加工製品、ソース、ド

レッシング、ピューレ、スープ、

ペースト、シロップ（缶詰め、

びん詰めを含む） 

18 236 

コショウ スパイスおよびハーブ乾燥粉 2 164 

ターメリック／クルクマ 2 23 

ブルガー小麦 その他の加工製品、ソース、ド

レッシング、ピューレ、スープ、

ペースト、シロップ（缶詰め、

びん詰めを含む） 

2 13 

サラダ 温野菜サラダ 2 4 

豆スープ その他の加工製品、ソース、ド

レッシング、ピューレ、スープ、

ペースト、シロップ（缶詰め、

びん詰めを含む） 

1 178 

そば 乾燥した豆類、穀類、食用の種、

小麦粉、およびそれらの加工品 

1 52 
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図 1：食品原材料の 17 品目グループへの分類（参考文献２、 Fig. 1 を改変）    

 
食品原材料 水生動物性 魚 

  甲殻類・貝類 甲殻類 

  軟体動物 

陸生動物性 乳製品 

  卵 

  食肉・家禽肉 食肉 牛肉 

    狩猟動物肉 

    豚肉 

  家禽肉 

植物性 穀類・豆類 

油脂・砂糖 

農産物 果物・ナッツ 

野菜類 キノコ類 

葉物野菜 

根菜 

発芽野菜 

つる性・茎野菜 

 


